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鹿屋市総合計画基本構想について（答申） 
 
 
平成１８年１１月２７日に諮問のあった「鹿屋市総合計画基本構想」について、別

添のとおり答申します。 
本審議会は、「十分な時代潮流の検証と地域の現状・課題等の洗い出しのもとに、地

域の資源や特性、地域が持つ可能性などを踏まえ、人口減少社会の到来や少子高齢化の

進行、地方分権の進展、地方財政制度の抜本的改革による財政環境の変化など、地方に

とって厳しい時代潮流の中で、鹿屋市の特性や資源等を生かした自立都市の創造を目指

す」という視点に立ち、慎重に審議を重ねてきました。 
審議に当たっては、市民参画を徹底することを念頭に、市民意識調査の結果や公募

の市民によるまちづくり市民会議、地域協議会の意見を踏まえるとともに、住民説明

会や意見公募手続の実施などにより市民意見の反映に努めてきました。 

市長におかれては、答申の趣旨を踏まえ、厳しい時代にあって自立都市の創造に向

けた『人・まち・産業が躍動する「健康・交流都市 かのや」』の実現を目指して、市

民とともに取り組める「鹿屋市総合計画基本構想」を策定し、総合的・計画的にまち

づくりを推進されることを期待します。 
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